
平成30年１月１日 No.631（2）

〇
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
に
添

付
さ
れ
て
い
る
申
請
書
に
よ
り

申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
書
を

紛
失
さ
れ
た
方
、
住
所
・
氏
名

等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
町
で

再
発
行
し
ま
す
。

　す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
済
で
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発

行
通
知
書
兼
照
会
書
」
を
受
け

取
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
領
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
の

期
限
が
過
ぎ
て
い
て
も
交
付
い

た
し
ま
す
。

　役
場
開
庁
時
間（
平
日 

午
前

8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

に
必
要
書
類
を
持
っ
て
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

�

☎（
83
）１
２
２
５

〇
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
希
望

さ
れ
る
方
に
交
付
さ
れ
る
顔
写

真
付
き
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

〇
初
回
は
無
料
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
紛
失
、
そ
の
他

に
伴
う
再
交
付
手
数
料
は
有
料

で
す
）。

〇
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
１
月
５
日
（
金
）
に
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

賀
詞
交
換
会
・
表
彰
式
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
、
町
の
行
政
、
文

化
、
社
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
11
月

24
日
に
開
催
し
た
表
彰
審
査
会
に

お
い
て
地
域
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方
々
で
す
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
17
人
１
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

第
２
部
と
し
て
町
ふ
る
さ
と
大
使

の
北き

た
が
わ
だ
い
す
け

川
大
介
さ
ん
に
よ
る
「
お
も

て
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
庶
務
係

�

☎（
83
）１
２
２
１

内
ない

藤
とう

　武
たけ

一
かず

農業委員　６年
（会長　９か月）

田
た

代
しろ

　清
きよし

農業委員　４年
（会長　１年３か月）

鍵
かぎ

和
わ

田
だ

　輝
てる

夫
お

農業委員　３年
（会長　１年）

山
やま

岸
ぎし

　勇
いさむ

農業委員　３年
（職務代理者　３年）

大
おお

館
だて

　一
いち

郎
ろう

農業委員　３年

柏
かしわぎ

木　長
ちょういち

一 農業委員　３年

小
こ

宮
みや

　照
てる

男
お

農業委員　３年

原
はら

野
の

　葊
ひろ

太
た

行政協力委員　８年

熊
くま

澤
ざわ

　哲
てつ

行政協力委員　６年

遠
えん

藤
どう

　■
やす

夫
お

行政協力委員　５年

内
ない

藤
とう

　慶
けい

司
じ

行政協力委員　４年

亀
かめ

井
い

　久
ひさ

男
お

行政協力委員　3年

飯
いい

山
やま

　晴
はる

比
ひ

古
こ

行政協力委員　2年

小
こ

宮
みや

　茂
しげる

行政協力委員　2年

渋
しぶ

谷
や

　清
きよ

司
し

行政協力委員　2年

内
ない

藤
とう

　有
ゆう

二
じ

行政協力委員　2年

遠
えん

藤
どう

　清
きよ

歌
か

明るい選挙推進協議会
会員　12年

㈱アイエンス 子育て・教育支援寄附金

一 般 表 彰

感 謝 状

賀
詞
交
換
会
・
表
彰
式

平成30年

前回表彰を受けられた皆さん

昨
年
の
表
彰
の
様
子

町・地域の発展に
　寄与された方々を表彰します

個人番号カード
「マイナンバーカード」

１月５日
午前９時30分から
町民文化センター
　　　　　大ホール

消防団表彰
安心・安全なまちづくりに貢献

　１月７日（日）午前10時から酒匂川町民親水広場にて行われ
る消防団出初式において、長年消防団活動に従事され、特に
優秀な成績を収めた消防団員の表彰を行います。

消防庁長官表彰
退職消防団員表彰
　元第１分団　分団長　　小

お

川
がわ

　勇
ゆう

次
じ

　元第３分団　分団長　　柳
やなぎまち

町　昌
まさる

　元第７分団　分団長　　小
こ

宮
みや

山
ま

　光
こう

一
いち

　元第８分団　分団長　　安
あん

藤
どう

　浩
ひろ

明
あき

　元第８分団　班　長　　岸
きし

　隆
たか

夫
お

神奈川県知事表彰
永年勤続30年
　第８分団　　分団長　　府

ふ

川
かわ

　一
かず

通
みち

　第８分団　　副分団長　安
あ

達
だち

　敏
とし

幸
ゆき

　第８分団　　部　長　　安
あん

藤
どう

　裕
ひろ

幸
ゆき

永年勤続20年
　第１分団　　部　長　　桐

きり

山
やま

　直
なお

人
と

　第４分団　　団　員　　渋
しぶ

谷
や

　好
よし

人
ひと

（公財）日本消防協会長表彰
功績章
　本団　　　　団　長　　井

いの

上
うえ

　秀
ひで

人
と

勤続章
　第８分団　　分団長　　府

ふ

川
かわ

　一
かず

通
みち

　第８分団　　副分団長　安
あ

達
だち

　敏
とし

幸
ゆき

　第８分団　　部　長　　安
あん

藤
どう

　裕
ひろ

幸
ゆき

神奈川県消防協会長表彰
功績章
　第６分団　　分団長　　川

かわ

野
の

　哲
てつ

靖
やす

勤続章
　第３分団　　分団長　　島

しま

村
むら

　幸
こう

太
た

郎
ろう

　第６分団　　部　長　　大
おお

舘
だち

　力
ちから

神奈川県消防協会足柄上支部長表彰
　本団　　　　副団長　　大

おお

舘
だち

　道
みち

男
お

松田町長表彰
永年勤続14年
　第３分団　　班　長　　陶

す

山
やま

　秀
ひで

之
ゆき

　第５分団　　部　長　　辻
つじ

　健
けん

一
いち

　第５分団　　班　長　　佐
さ

藤
とう

　寿
とし

也
や

　第８分団　　班　長　　安
あん

藤
どう

　誠
まこと

　第８分団　　班　長　　飯
いい

山
やま

　晴
はる

信
のぶ

松田町消防団長表彰
優良分団　第４分団
優良団員　
　第１分団　　団　員　　鈴

すず

木
き

　龍
りゅうじ

治
　第２分団　　団　員　　山

やま

本
もと

　貴
たか

生
お

　第３分団　　団　員　　矢
や

崎
ざき

　吉
よし

孝
たか

　第４分団　　団　員　　倉
くら

科
しな

　修
おさむ

　第５分団　　団　員　　佐
さ

野
の

　晃
こう

一
いち

　第６分団　　団　員　　高
たか

橋
はし

　遼
りょう

　第７分団　　団　員　　曽
そ

我
が

　俊
とし

徳
のり

　第８分団　　団　員　　石
いし

井
い

　拓
たく

真
ま

〈敬称略〉

華麗なはしご乗り
も行われます

〈敬称略〉

金

み ほ
ん

み ほ
ん

を申請されましたか

マイナちゃん

入場自由
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 Q 町が今、一番力を入れていることは？
 A 少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、

人口 1 万人を維持するために、福祉の充実
や賑わい・雇用の創出、子育てや住宅環境
の整備などに力を入れています。

 Q どんな総合計画にしますか？
 A 第一に町民の皆さんにとって分かりやすい

こと。そして８年かければ
  ここまでできる！と感じ

てもらい、町民が主役
で連携・協力してもら
える計画にします。

 Q 今後のまちづくりで大事にしたいことは？
 A キーワードは「協働」「誇り・継承」「人づくり」

です。やはり町民の皆さんとの協働は欠か
せません。また、町の持つ自然環境や歴史・
文化に誇りを持ち、次世代へ継承していく
ために、教育などを通じて人材を育ててい
くことを大事にして参ります。

総合計画は行政の作る最上位の計画
です。社会情勢や長期的な人口予測
のもと、まちの将来像や方向性を決
め、その実現に向けて、自然・景観、
都市基盤、生活環境、健康・福祉、
教育・文化、産業、行財政、自治な
どの分野ごとに、目標や必要な取組、
達成すべき指標などを掲げ、町全体
で取り組む計画です。

第６次となる松田町総合計画は 2019
年度から2026 年度の８年間を計画期
間とする、基本構想とアクションプロ
グラムの２本立ての計画です。基本構
想は、８年後、さらにその先を見据え
た町の将来像や土地利用の方針を示し
ます。アクションプログラムは、計画
期間を前期・後期に分け、前期４年間
の分野ごとの具体的な目標や取組を定
めます。

町のこれまでの取り組みを町民の
皆さんがどう評価しているか、これ
からの町政に何を望み期待してい
るのかを把握し計画策定に活かす
ため、満 16歳以上の町民 3000
人を対象にアンケート調査を実施
します。ご協力のほどよろしくお願
いします。

「みんなで考える　松田の未来とプロ
ジェクト」というテーマで、老若男女
を問わず、テーブルを囲んで語りあ
い、未来の松田町に対する思いや夢、
みんなで実現したいことなどを具体的
なかたちにするワークショップを開催
します。（内容や募集などの詳細は別
途お知らせします）

厚生労働省に所属する国立の研究機関である、国立社会保障・人口問
題研究所が平成25年３月に推計した「日本の地域別将来推計人口」に
よれば、町の総人口は 2040 年に約７千人となり、現在の約１万１千人
から４千人も減少するとされています。さらに少子・高齢化の進行により、
高齢者１人を現役世代 1.1 人で支える時代がやってきます。

子育て世代の定住化対策として、住宅の整備や保育・教育環境の整備
に取り組むとともに、いつまでも健康で安心して暮らせるための福祉の
充実、賑わいや魅力向上に向けたまちづくりなど
に取り組んでいます。

［問い合わせ］
政策推進課　経営戦略係　☎（83）1222

⬇ 今後のおおまかな計画策定の流れは以下の通りです

・各種データの分析
・施策事業の調査

基礎的調査

計画決定
基本構想の策定

アクションプログラムの策定

アンケートの実施 パブリック
コメント
の実施ワークショップの開催

こんな松田町になったらいいな、
こんなことをしてみたいなど、
みんなで語り合いませんか

現在の暮らしのようすや
これからのまちづくりのことなど、
みなさんの思いをお伺いします

XX年後の松田町はどうなる？本山町長インタビュー

す。ご協力のほどよろしくお願
ます。

平
成
28
年
１
月
に
、
松
田
・
寄
合
併
60
周
年
記
念
レ
ー
ス
が
川
崎
競
馬
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
開
催
さ
れ
た
、
桜
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た
レ
ー
ス
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
か
（
答
え
は
次
号
）。

①
桜
ま
つ
り
で
松
田
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
賞
　
②
桜
ま
つ
り
で
お
も
て
な
し
松
田
町
賞
　
③
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
で
盛
り
上
が
り
ま
賞
　
④
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
記
念
杯

《 

挑
戦
！
ま
つ
だ
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

》


